
棟高さ以下に塔屋とテラスを設置 新規屋根
既存屋根
新規断熱材
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地域の諏訪御影石の粉末混入
漆喰ペーパー磨き仕上げの壁

斜面側に水回り(非居室)を配置

旧廊下の柱・建具を移設

揚屋後に基礎と
腰壁を打設

風景と地域の継承
福島県玉川村、その中心部から最も離れた自然
豊かな四辻地区にある。2006 年に閉校となった
旧四辻分校は背後に斜面が迫っており、単純な
施設保存を村は考えていたが、我々が検討に加
わり、村全体の活性化の構想・計画づくりを行
いながら、地域活性化の拠点となるべく、複数
の安全対策によって用途変更を可能とした。携
わった 4 年間で多くの卒業生や地域の方と話す
機会を持ち、そこでの意見を基に、壁・床板等
は丁寧に剥がして保管し、耐震補強・断熱工事
後に再利用することで、居住性、機能性を向上
しつつ、人々の記憶に強く残る校庭からの風景
を継承している。東日本大震災の影響で減築さ
れた部分まで増築し、往時の外観を取り戻すと
ともに、屋根上テラスの塔屋は、棟を越えない
高さに抑えた。観光客だけでなく、地域の方々
が今まで通り気兼ねなく立ち寄れる場であり続
けること、いつも人々に居る場であることが、
建物を生かし続けると考えた。

四辻ギャラリー：水回り側の新設壁は、地場の石材粉
末を漆喰に混ぜ込み、手作業での磨き仕上げとした

エントランステラスより旧音楽体育室を見る

屋根下テラス：料理教室等も可能な大きなキッチンを配置

既存堰堤は再利用した校庭外周のテーブル柵

崖地側から屋根上テラスを見る：屋根上テラスは、校庭からの既存の外観を残すため、棟の高さを超えない高さに設定した

旧音楽体育室 ( カフェレストラン )：廊下との間の界壁に用いられていた柱・建具を手前に移設し、天井木ルーバーは既存の高さに合わせた

yodge 設計監理：SO&CO. + 都市環境研究所
担　当　：照内創 (SO&CO.)、土橋悟 ( 都市環境研究所 )

[主な外部仕上 ]

 外　壁　既存杉板再利用下見板張り

　　　　WP塗装杉板下見板張り

[主な内部仕上 ] 

  四辻ギャラリー

    内　壁　薄塗石膏下地の上 ,漆喰塗り

                    （諏訪御影石粉末混入ペーパー

                      磨き仕上げ )

　   床　　 既存床板再利用WP塗装 

  天　井　 PB t=9.5mmの上 EP塗装

  旧音楽体育室

   内　壁　 装飾性内装用薄塗素材塗

　   床　　 既存床板再利用WP塗装

   天　井　 木ルーバー t=20x30@90mm　

　　　          PB t=9.5mmの上 EP塗装

                       （屋根レベル）

[建物名称 ] yodge

[ 発注者 ]    福島県玉川村

[用　途 ]    宿泊施設 + 飲食施設

[所在地 ]    福島県玉川村四辻新田字村中131

[ 設計監理 ] SO&CO. + 都市環境研究所

[構造設計 ] EQSD

[ 設備設計 ]ユニ設備設計

[電気設計 ] EOSplus

[ 施　工 ]      荒牧建設、小山田産業開発

[規　模 ]

　構　造      木造一部鉄骨造

　階　数      地上１階建

  敷地面積     4,232.20㎡

  建築面積     509.01㎡

  延床面積     502.18㎡

[設計期間 ] 2019年6月～2020年3月

[工事期間 ] 2020年6月～2021年3月


